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コロナ禍でも、とにかくスタンディング宣伝（７月４日 南森町）

国民平和大行進（７月６日 高槻）

　新型コロナウイルス感染症が、全国で再び広がりを見せてい
ます。新自由主義による経済効率と利益最優先の社会が、脆弱
な医療・公衆衛生の現状を生みました。
　私たちがなすべきこと。それは、命とくらしを最優先した社
会に転換する運動を拡げることです。国と自治体の本来の役割
が今ほど求められている時はありません。
　医療現場をはじめとした、公務・公共職場の安全・安心は、
住民の安心につながります。くらしを守るために、休業要請は
補償と一体で。そして、PCR検査を徹底することが経済を回
復させる近道です。

　2020年の国民平和大行進は６月30日に大阪入りし、７
月７日に兵庫県川西市に引き継ぎました。今年の４月23
日～29日までNPT会議と原水禁世界大会がニューヨー
クで予定されていましたが、コロナの影響で中止となり
ました。しかし、平和の波は確実に全国と世界に拡がっ
ています。

　世界大会大阪集会が８月６日に行われ、オンラインで
広島とつながり、連帯を深めました。さらに、８月９日
には一斉宣伝デーとして、なんば髙島屋前、天王寺駅前
などで宣伝行動が取り組まれ、各地域でも宣伝行動が行
われました。

原水禁世界大会 平和行進

コロナ危機を乗りこえて

核兵器の　　核兵器の　　
　ない世界に　ない世界に

　おおさか自治体の仲間 　2020年８月15日　第365号 ８

大阪自治労連 医療部会の仲間たち
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　新型コロナウイルス感染拡大では、公立公的病院で感
染患者を受け入れています。多くの医療従事者は、「自
らが感染しているのではないか」と常に不安を抱えなが
ら、命を削って働いています。その現場で奮闘している
医療部会の仲間に話をききました。


